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「自分の世代さえよければ」は
歴史なき組織の姿である
創立来の先人の想いと実績を
心に刻み、日常を思いたい

会
員
の
生
き
方
を
支
え
る

そ
の
役
割
の
遂
行
を
日
公
連
の
資
産
に

　
全
国
の
会
員
と
、
本
部

と
を
繋
ぐ
大
切
な
ツ
ー
ル

と
し
て
の
本
紙
の
有
効
性

は
論
を
俟ま

た
な
い
。
全
国

の
会
員
の
活
動
状
況
を
知

る
こ
と
は
、
大
切
な
交
流

手
段
で
あ
る
し
、
激
励
で

も
あ
る
●
広
報
に
関
し
て

は
、
各
県
連
で
も
工
夫
を

こ
ら
し
て
、
情
報
伝
達
に

力
点
を
置
い
て
ら
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
た
だ
年
１
回

の
発
行
に
留
ま
る
県
連
も

多
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
広
報
は
読
ん
で
も
ら

え
な
い
と
、
そ
の
努
力
は

水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
●

そ
こ
で
地
方
紙
の
報
道
の

一
端
に
、「
退
公
連
」
の

名
が
掲
載
さ
れ
れ
ば
、
県

連
の
会
員
の
目
に
触
れ
る

こ
と
を
も
多
く
な
る
だ
ろ

う
と
、
積
極
的
に
新
聞
社

に
取
材
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
結
果
、
定
期
総
会
・

施
設
訪
問
・
福
祉
講
演
会

な
ど
記
事
と
な
っ
て
紙
面

に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
組
織
の
活
動
は
情
報

と
し
て
し
っ
か
り
県
民
に

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
●

世
界
の
現
況
は
情
報
過
多

も
あ
り
、
複
雑
で
わ
れ
わ

れ
の
意
識
の
上
で
は
混
乱

も
あ
る
。
そ
の
中
で
今
、

わ
れ
わ
れ
に
出
来
る
こ
と

は
、
自
分
の
世
界
を
広
げ

る
方
向
で
情
報
を
選
択
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
Ｋ
・
Ｏ
）

　 

「
若
い
頃
、
年
金
を
心

配
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。今
は
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
陰
に
は
先
輩
方
の
７０

余
年
に
わ
た
る
、
退
職
公

務
員
の
生
活
を
守
る
懸
命

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

�

（
退
公
連
会
報
よ
り
）

創
立
期
の
記
録
か
ら

　
終
戦
後
の
国
民
生
活

は
、
混
乱
と
困
窮
の
渦
中

に
あ
っ
た
。
恩
給
こ
そ
停

止
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
イ

ン
フ
レ
経
済
の
嵐
に
振
り

回
さ
れ
て
い
た
。
恩
給
増

額
を
自
ら
訴
え
る
こ
と

は
、
国
民
が
困
窮
の
さ
な

か
で
は
、
到
底
言
い
出
せ

る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　
空
腹
の
子
供
を
な
く
す

取
組
が
２
千
２０
年
１２
月
沖

縄
県
で
始
ま
っ
た
。
事
業

を
始
め
た
の
は
「
タ
コ
ラ

イ
ス
バ
ー
ズ
」
で
あ
り
、

当
初
か
ら
２
年
経
っ
て
、

県
内
大
手
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
企
業
や
自
営
業
者
が

米
や
菓
子
類
を
差
し
入
れ

た
り
、「
み
ら
い
チ
ケ
ッ

ト
」を
購
入
し
た
り
し
て
、

支
援
の
輪
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
仕
組
み
は
、
大
人
が
飲

食
店
で
食
事
代
に
上
乗
せ

し
た
金
額
で
「
み
ら
い
チ

ケ
ッ
ト
」
を
買
う
。
チ
ケ

ッ
ト
は
店
頭
の
ボ
ー
ド
に

貼
ら
れ
、
お
な
か
を
す
か

し
た
子
供
が
来
店
し
て
そ

の
チ
ケ
ッ
ト
で
タ
コ
ラ
イ

ス
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食

べ
る
。
こ
の
他
に
事
業
に

賛
同
し
た
企
業
は
そ
れ
ぞ

れ
独
特
な
仕
方
で
子
供
の

空
腹
を
満
た
す
活
動
に
参

加
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
県

退
職
公
務
員
連
盟
の
一
人

の
会
員
の
経
験
と
た
ぐ
い

ま
れ
な
善
意
と
行
動
力
か

ら
始
ま
っ
た
。
最
初
の
資

金
は
自
分
の
給
料
や
貯
金

を
取
り
崩
す
と
こ
ろ
か

ら
。
当
初
は
協
力
店
が
約

３０
店
舗
。現
在
は
１８２
店
舗
。

２
千
２３
年
年
内
の
目
標

は
、
沖
縄
県
内
全
２６３
小
学

校
区
内
に
１
店
舗
以
上
設

け
る
こ
と
で
あ
る
。

　「
お
い
し
い
タ
コ
ラ
イ

ス
を
食
べ
て
、
べ
ん
き
ょ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
最
近

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
子
供
の
言
葉
で
あ

る
。

子
供
の
心
を
育
て
る

タ
コ
ラ
イ
ス
バ
ー
ズ

志
と
活
動
に
接
し
て

　
本
年
２
月
号
小
紙
「
退

公
連
ノ
ー
ト
」
に
「
大
人

か
ら
子
供
達
へ
カ
レ
ー
の

無
料
券
」
と
、
奈
良
県
橿

原
市
の
あ
る
飲
食
店
の
事

例
を
引
用
し
た
。
同
様
の

活
動
が
沖
縄
県
連
内
で
既

に
始
ま
っ
て
い
た
。
し
か

　
昭
和
２２
年
頃
、
教
職
員

は
組
合
活
動
を
始
め
て
い

た
。
座
視
し
て
い
た
の
で

は
恩
給
受
給
者
が
置
き
去

り
に
さ
れ
る
危
機
感
が
あ

っ
た
。
東
京
都
で
、
新
潟

県
で
恩
給
増
額
運
動
が
提

唱
さ
れ
て
い
た
。

　
日
本
教
育
会
で
は
、
恩

給
受
給
額
の
実
態
調
査
に

乗
り
出
し
、
昭
和
２２
年
１０

月
頃
、
一
人
１
ヶ
月
の
平

均
恩
給
額
は
全
国
平
均
で

３３
円
（
米
一
升
４０
円
と
も

言
わ
れ
る
）
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
、
恩
給
増
額

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。

全
国
恩
給
増
額
期
成
同
盟

誕
生

　
昭
和
２３
年
２
月
２
日
、

東
京
神
田
の
教
育
会
館
で

全
国
１７
都
道
府
県
の
代
表

が
参
加
し
て
「
全
国
恩
給

増
額
期
成
同
盟
」
が
結
成

さ
れ
た
。

第
１
回
全
国
大
会

　
昭
和
２３
年
５
月
６
日
、

同
教
育
会
館
で
、
２６
都
道

府
県
か
ら
６５０
余
名
が
参
加

し
て
全
国
大
会
、
意
気
大

い
に
上
が
る
。
大
会
宣
言

は
国
会
・
政
府
関
係
者
に

至
大
な
影
響
を
与
え
、
恩

給
局
に
恩
給
増
額
の
予
算

計
上
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。

恩
給
増
額
法
案
可
決

　
昭
和
２３
年
７
月
５
日
、

国
会
議
員
の
支
持
と
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
承
認
を
得
て
恩
給
増

額
法
案
可
決
。
恩
給
額
の

大
幅
増
で
全
国
受
給
者
は

歓
喜
に
沸
く
。

　
以
降
日
公
連
の
要
望
、

社
会
・
経
済
状
況
の
変
化

に
よ
り
３０
数
回
の
恩
給
・

年
金
の
増
額
が
あ
り
、
現

在
、
制
度
の
成
熟
期
を
迎

え
て
い
る
。

職
域
加
算
の
継
続
と
年
金

払
い
退
職
給
付
制
度

　
平
成
２７
年
１０
月
、
既
裁

定
者
に
つ
い
て
は
職
域
加

算
が
継
続
さ
れ
、
新
規
裁

定
者
に
は
積
立
方
式
の
年

金
払
い
退
職
給
付
制
度
が

発
足
し
た
。

　
被
用
者
年
金
一
元
化
法

案
の
成
立
を
目
指
し
て
い

た
民
主
党
政
権
に
対
し
、

平
成
２４
年
３
月
、
当
時
の

輿
石
幹
事
長
を
表
敬
訪

問
。「
職
域
加
算
の
廃
止
と

追
加
費
用
の
減
額
は
慎
重

に
」と
強
く
要
望
し
た
。法

案
の
審
議
の
過
程
で
、
人

事
院
か
ら
退
職
手
当
の
官

民
比
較
の
調
査
結
果
が
出

て
、
公
務
員
の
退
職
手
当

が
民
間
よ
り
４００
万
円
余
多

い
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
。

職
域
加
算
廃
止
の
主
張
は

強
ま
っ
た
が
、
公
的
年
金

制
度
に
精
通
し
、
且
つ
退

職
公
務
員
の
生
活
に
理
解

が
あ
る
有
識
者
会
議
等
の

意
見
か
ら
先
述
の
制
度
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
同
法
案
の
審
議
に
対

し
、
示
さ
れ
た
退
公
連
・

日
公
連
の
思
い
と
活
動
の

熱
量
が
そ
の
背
後
に
あ
っ

た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ

れ
る
。

今
後
の
公
的
年
金
制
度
と

退
公
連

　
現
在
、
年
金
財
政
安
定

を
目
指
す
厚
生
年
金
の
適

用
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

国
民
年
金
の
財
政
悪
化
に

伴
い
、
厚
生
年
金
と
の
財

政
調
整
が
取
り
沙
汰
さ

れ
、
中
長
期
的
に
は
労
働

力
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

制
度
の
支
え
手
不
足
の
問

題
が
今
後
浮
上
す
る
。

　
令
和
６
年
、
２
千
２４
年

は
年
金
制
度
の
健
康
診
断

「
財
政
検
証
」の
年
で
あ
る
。

制
度
改
革
の
課
題
が
出
る

で
あ
ろ
う
が
、
日
公
連
は

機
動
的
に
諸
課
題
に
対
応

し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

　
公
的
年
金
制
度
は
今
、

成
熟
期
に
あ
る
。
現
在
、

現
役
世
代
の
保
険
料
負
担

で
年
金
給
付
費
の
７
割
を

支
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
る

私
た
ち
は
、
連
盟
草
創
期

と
そ
の
後
の
制
度
改
革
に

努
力
さ
れ
た
大
勢
の
先
達

の
ご
苦
労
を
想
い
、
制
度

を
次
世
代
が
評
価
す
る
内

容
に
し
て
伝
え
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お
な
か
を
す
か
し
て
い
る

子
供
が
い
る

沖
縄
県
退
職
公
務
員
連
盟
前
会
長
　
玉
城
徳
三

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
山

川
氏
の
善
意
と
人
間
愛
は

タ
コ
ラ
イ
ス
バ
ー
ズ
を
通

し
て
、
沖
縄
県
で
人
の
善

意
の
渦
を
つ
く
っ
て
広
が

り
つ
つ
あ
る
。

　「
恩
送
り
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。「
お
い
し
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
は
次
世
代
に
、
ま

た
そ
の
次
の
世
代
に
次
々

と
送
ら
れ
て
行
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

訃
　
報

　
日
公
連
事
務
局
・
会
計

部
長
　
阿
部�

忍
は
令
和

５
年
６
月
１６
日
夕
刻
に
間

質
性
肺
炎
の
た
め
八
一
歳

に
て
永
眠
い
た
し
ま
し

た
。

　
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
謝

し
謹
ん
で
お
知
ら
せ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
葬
儀
は
親
族
（
近

親
者
）
の
み
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

も
、
地
域
の
大
人
・
企
業

の
心
を
捉
え
て
組
織
的
な

活
動
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
。
活
動
を
発
案
し
、
最

初
は
自
分
の
資
金
を
投
げ

出
し
て
活
動
を
組
織
化
し

た
の
は
、
沖
縄
県
連
前
事

務
局
長
・
山
川
宗
德
氏
で

あ
る
。
氏
の
志
と
努
力
は

「
べ
ん
き
ょ
う
が
ん
ば
り

ま
す
」
の
子
供
の
言
葉
に

あ
る
よ
う
に
未
来
に
繋
が

っ
て
い
く
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
お
い
し
い
タ

コ
ラ
イ
ス
を
無
料
で
食
べ

て
「
ト
ク
を
し
た
」
と
思

う
子
供
は
そ
う
多
く
は
な

い
。
子
供
は
純
な
心
で
大

人
の
気
持
ち
を
感
じ
取
っ
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作品展

研修会・皆で唱和する会員

会
員
の
広
場

講演時の太田元支部長

女性部・女性の集い

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

「
論
語
」
に
は
随
所
に
傍
線
メ
モ
書
き

あ
っ
て
懐
か
し
き
わ
れ
と
出
会
ふ
心
地

す�

岐
阜
県　
木
村
康
男

激
痛
に
耐
へ
た
る
母
は
延
命
の
措
置
を

拒
み
て
静
か
に
眠
る

�

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

紫
陽
花
の
青
が
際
立
つ
雨
の
朝

友
よ
り
友
の
訃
報
が
と
ど
く

�

京
都
府　
中
川
文
和

花
好
き
の
妻
の
愛
せ
し
一
輪
草

ひ
と
り
た
た
ず
み
亡
き
妻
偲
ぶ

�

愛
知
県　
横
井
真
人

お
散
歩
の
園
児
ら
き
ら
き
ら
目
も
汗

も�

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

久
し
ぶ
り
会
う
０
歳
は
目
を
そ
ら
す

�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

あ
あ
今
日
も
生
き
て
い
る
な
と
思
う

朝�

和
歌
山
県　
三
宅
保
州

不
自
由
な
足
で
も
で
き
る
と
会
員
に

新
聞
届
け
て
六
年
目
な
り

�

兵
庫
県　
平
山　
進

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

風
孕
む
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
帆
の
ご
と
く

�
山
形
県　
上
野
直
樹

ペ
ッ
ト
ロ
ス
先
に
逝
く
な
と
言
い
聞
か

せ�

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

歩
き
す
ぎ
す
ね
が
文
句
を
言
っ
て
ま
す

愛
媛
県　
大
野
正
義

小
説
家
文
も
上
手
で
嘘
上
手
い　

福
島
県　
今
野
金
哉

木
曽
の
宿
夜
の
静
寂
に
河か

じ
か鹿
笛ぶ

え

�

愛
知
県　
安
井
俊
夫

栗
の
花
ぞ
ろ
り
と
垂
れ
て
虫
を
よ
ぶ

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

足
重
い
綿
毛
タ
ン
ポ
ポ
空
に
舞
う

�

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

心豊かに心豊かに

　
会
員
勧
誘
に
伺
っ
た

と
き
、「
そ
ん
な
名
誉

な
会
に
誘
っ

て
も
ら
い
あ

り
が
と
う
」

と
お
礼
を
言

わ
れ
な
が
ら

入
会
申
込
書
に
記
名
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
一
方
、
い
き
な
り

「
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
と

問
わ
れ
戸
惑
う
。
日
公
連

・
鴨
下
会
長
が
就
任
時
よ

り
、「
メ
ン
バ
ー
ズ
メ
リ

ッ
ト
が
実
感
で
き
る
組
織

づ
く
り
」
を
提
唱
さ
れ
て

い
る
の
で
、
会
員
勧
誘
に

弾
み
を
つ
け
た
い
。
私
た

ち
は
生
涯
、
年
金
の
お
世

話
に
な
る
。
大
変
あ
り

が
た
い
制
度
だ
が
、
現

職
時
保
険
料
を
払
っ
た

の
だ
か
ら
「
年
金
を
貰

う
の
が
あ

た
り
前
」

と
い
う
気

持
ち
で

は
、
年
金

を
受
給
で
き
る
有
難
さ

が
薄
ら
ぐ
。
こ
の
あ
り

が
た
い
制
度
を
か
み
し

め
感
謝
し
た
い
。

「
感
謝
」
と

　「
あ
た
り
前
」
と

長
野
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
前
澤
政
宏

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
本
県
の
大
津
支
部
で
も
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
１９
名
の
分
会
長
が
退

公
連
新
聞
・
県
連
会
報
・
支
部
だ
よ
り
な
ど
の
配
布
や
、
連
絡
係
を
担
っ
て
、
会
員
相
互
の
絆
を
大
切
に
し

て
い
る
。
時
々
開
催
す
る
事
業
が
何
ら
か
の
発
信
源
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

滋
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
大
津
支
部
長
　
辻
井
　
肇

いきいき退公連

滋賀県連の巻

柑
橘
な
ど
の
果
物
・
野
菜
・
花

栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　
退
職
後
女
性
部
長
を
引
き
受

け
早
１２
年
、
役
員
は
じ
め
会
員

の
皆
様
に
助
け
て
頂
き
な
が
ら

任
務
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
役
員
会
、幹
事
会
、会
員
の
研

修
会
等
、
集
ま
れ
ば
同
窓
会
の

よ
う
に
話
が
弾
み
、
会
が
終
わ

れ
ば
持
参
し
た
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
研
修
会

　
御
坊
市
は
紀
伊
半
島
、
和
歌

山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
御

坊
（
ご
ぼ
う
）
の
名
は
江
戸
時

代
に
石
山
本
願
寺
別
院
が
建
立

さ
れ
、
坊
舎
付
近
が
寺
内
町
と

し
て
栄
え
た
事
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
近
く
に
は
歌
舞
伎
演
目

「
京
鹿
子
」
で
有
名
な
道
成
寺

が
あ
り
ま
す
。
総
人
口
は
２
万

３
千
人
弱
の
小
さ
な
市
で
す

が
、
自
然
豊
か
で
温
暖
な
気
候

と
長
い
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
、

は
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
前
年
の
研
修
会
の
一
端
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
午
前
中
、
当
時
の
支
部
長
の

講
演
。「
病
弱
な
少
年
だ
っ
た

自
分
が
卒
寿
を
迎
え
た
。
人
は

必
ず
い
つ
か
死
ぬ
。
だ
か
ら
ど

う
生
き
て
い
る
か
、
ど
う
生
き

て
き
た
か
で
あ
る
。
脳
は
百
歳

で
も
細
胞
が
再
生
で
き
る
。
心

り
、
思
い
が
け
な
い
出
会

い
の
場
と
な
っ
た
人
も
多

く
、
次
回
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
い
う
励

絆
を
大
切
に
　
こ
れ
か
ら
も
…

絆
を
大
切
に
　
こ
れ
か
ら
も
…

心
も
身
体
も
健
や
か
な
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

心
も
身
体
も
健
や
か
な
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

女
性
部
活
動
を
仲
間
と
と
も
に

　
　
︱ 

絆
を
深
め
て 

︱

和
歌
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坊
支
部
女
性
部
長
　
青
木
幸
子
　

ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。

⑶
触
れ
合
い
と
学
び
の
集

い
（
１０
月
）

の
楽
し
み
は
良
い
薬
と
な
る
が

魂
の
憂
い
は
骨
を
枯
ら
す
。」

と
拝
聴
し
て
大
変
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
事
務
局
長
か
ら
は
年

金
・
医
療
・
介
護
等
社
会
保
障

制
度
に
つ
い
て
具
体
的
な
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
お
楽
し
み
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
の
景

品
は
新
鮮
な
野
菜
や
日
用
品

で
、出
席
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

男
性
会
員
の
音
楽
バ
ン
ド
の
生

演
奏
で
は
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
な
ど
の
曲
に
、
手
拍
子
や

口
ず
さ
み
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
青
春
時
代
に
戻
り
ま
し
た
。

　
「
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
女

性
会
、
有
難
う
。」「
次
回
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
ね
。」の
声
と

会
員
の
笑
顔
に
、
会
運
営
の
達

芸
等
の
力
作
を
２０
名
が
出

展
し
、
４
日
間
で
２４０
余
人

来
場
が
あ
っ
た
。「
退
職

後
の
向
上
心
、
美
意
識
や

⑴
友
愛
福
祉
活
動（
９
月
）

　
高
齢
会
員
、
長
期
療
養

会
員
へ
お
見
舞
い
文
書
と

粗
品
を
持
参
す
る
。
届
け

た
分
会
長
に
、
ま
た
支
部

長
に
も
電
話
で
謝
意
を
伝

え
ら
れ
る
方
も
あ
り
、
さ

さ
や
か
な
福
祉
活
動
で
あ

る
が
存
続
す
る
意
義
を
感

じ
て
い
る
。

⑵
会
員
作
品
展
（
１０
月
）

　
２
年
間
の
休
止
後
の
再

開
、
書
・
絵
画
・
水
墨
画

・
切
り
絵
・
七
宝
焼
・
手

　
研
修
と
交
流
を
楽
し
め

る
機
会
と
な
る
よ
う
企
画

し
、
女
性
二
部
合
唱
の
７

名
と
指
導
者
を
招
き
、
皆

が
歌
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
親

し
む
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

歌
詞
カ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
次
第
に
参
加
者
も

触
発
さ
れ
て
、
後
半
は
元

気
な
混
声
合
唱
化
し
て
い

く
と
い
う
予
想
外
の
展
開

と
な
っ
た
。
改
め
て
「
集

う
こ
と
、
皆
で
○
○
す
る

こ
と
の
機
会
を
設
け
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
。

　
人
が
集
ま
っ
て
対
面
す

れ
ば
、「
何
か
が
生
ま
れ

る
」。
楽
し
い
こ
と
、
う

れ
し
い
こ
と
、
思
い
が
け

な
い
学
び
な
ど
の
価
値
が

生
ま
れ
る
。
人
生
の
多
彩

　
下
記
の
事
業
は
日
公
連

が
行
う
福
利
厚
生
事
業
の

一
つ
で
す
。
有
利
な
条
件

で
会
員
の
方
々
の
日
常
的

な
ケ
ガ
に
対
応
し
ま
す
。

既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

々
に
は
好
評
で
す
。

制
作
に
対
す
る

情
熱
に
感
動
し

た
」「
旧
知
の

お
名
前
と
作
品

に
出
会
え
て
懐

か
し
か
っ
た
」

等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
会

場
で
は
会
員
同

士
が
再
会
し
た

な
経
験
と
知
恵
を
持
っ
た

人
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
れ

ば
そ
の
果
実
は
よ
り
大
き

な
も
の
に
な
る
。
大
津
支

部
の
会
員
は
、
さ
さ
や
か

な
事
業
の
中
で
そ
れ
を
実

感
し
て
い
る
。

成
感
と
と
も
に
「
心

の
絆
」
を
感
じ
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
度
も
男
性
会

員
と
と
も
に
〝
数
は

力
な
り
〟
を
合
い
言

葉
に
会
員
増
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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